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学生２大駅伝への出場が確定

　

最
近
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
を

書
き
写
す
人
の
た
め
の
専
用

の
ノ
ー
ト
が
各
新
聞
社
か
ら

発
売
さ
れ
て
い
る
と
い
う
▼

利
用
法
と
し
て
子
ど
も
た
ち

の
読
み
書
き
能
力
の
伸
長
を

図
る
た
め
に
は
思
い
浮
か
ぶ

が
、
高
齢
者
の
体
験
談
も
少

な
か
ら
ず
報
告
さ
れ
て
い
る

▼
例
え
ば
、
七
十
代
女
性
の

紹
介
記
事
で
は
、
人
の
名
前

が
す
っ
と
出
な
く
な
っ
た
り
、

忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
た
悩
み
を

友
人
に
相
談
し
た
ら
新
聞
の

書
き
写
し
を
提
案
さ
れ
、
以

来
、
書
き
写
し
て
い
る
と
い

う
の
が
あ
っ
た
▼
ア
メ
リ
カ

の
心
理
学
者
キ
ャ
ッ
テ
ル
に

よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
結
晶
性

知
能
と
流
動
性
知
能
の
う
ち
、

高
齢
者
に
な
る
と
流
動
性
知

能
が
低
下
す
る
と
さ
れ
る
。

流
動
性
知
能
と
は
、
抽
象
的

な
関
係
性
の
知
覚
や
数
的
概

念
、
記
憶
の
想
起
、
環
境
へ

の
適
応
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、

結
晶
性
知
能
と
は
、
判
断
力
、

思
考
力
、洞
察
力
な
ど
で
、言

語
運
用
能
力
も
こ
れ
に
あ
た

る
▼
単
純
に
考
え
れ
ば
、
書

き
写
し
は
言
語
運
用
能
力
に

関
わ
る
こ
と
だ
か
ら
、
そ
も

そ
も
低
下
し
な
い
の
で
は
な

い
か
と
も
思
う
が
、
読
ん
だ

言
葉
を
記
憶
し
て
書
く
時
に

思
い
出
す
こ
と
で
流
動
性
知

能
の
短
期
記
憶
の
訓
練
に
な

っ
て
い
る
ら
し
い
▼
さ
て
、

倉
田
山
春
秋
書
き
写
し
ノ
ー

ト
は
い
つ
発
売
に
な
る
の
だ

ろ
う
か
。
楽
し
み
で
あ
る
。

　秋
の
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の
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宿
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学生２大駅伝への出場が確定
全日本は５年連続５回目� 大学・駅伝競走部

　
第
53
回
全
日
本
大
学
駅
伝
の
東
海
地
区
代
表
校
を
決
め
る
選
考
会

が
６
月
13
日
に
愛
知
県
の
ウ
ェ
ー
ブ
ス
タ
ジ
ア
ム
刈
谷
で
行
わ
れ
、

本
学
駅
伝
競
走
部
は
２
位
の
岐
阜
協
立
大
学
に
２
分
39
秒
差
を
つ
け

て
ト
ッ
プ
通
過
。
５
年
連
続
５
回
目
の
出
場
を
決
め
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
10
月
10
日
の
出
雲
駅
伝
、
11
月
７
日
の
全
日
本
大
学
駅
伝
と
学

生
２
大
駅
伝
へ
の
出
場
が
確
定
し
た
。

█

無
事
に
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
こ
と
に
感
謝

█

全
日
本
の
目
標
は「
12
位
」。弱
く
な
っ
た
と
は
言
わ
せ
な
い

　

昨
年
の
全
日
本
大
学
駅
伝
で
17
人

抜
き
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
川

瀬
翔
矢
選
手（
現
日
・
令
和
２
年
度
卒
）

を
は
じ
め
と
す
る
主
力
層
が
抜
け
た

上
に
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
困
難
な
状

況
が
重
な
る
中
で
迎
え
た
今
回
の
選

考
会
。
実
際
、
コ
ロ
ナ
に
関
わ
る
事

情
で
棄
権
し
た
大
学
も
あ
り
、
日
比

勝
俊
監
督
は
「
合
宿
所
や
大
学
関
係

者
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
結
集
し
て
感

染
予
防
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。

結
果
と
し
て
無
事
に
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
て
た
こ
と
に
、私
、選
手
一
同
、

心
よ
り
感
謝
」
と
気
持
ち
を
述
べ
た
。

　
「
飛
び
抜
け
た
選
手
が
い
な
い
分
、

全
員
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
よ
う
と

み
ん
な
で
話
し
合
っ
た
」
と
主
将
の

鈴
木
翔
也
選
手
。
す
で
に
５
０
０
０

ｍ
、
１
０
０
０
０
ｍ
で
自
己
最
高
を

記
録
し
た
メ
ン
バ
ー
も
お
り
、「
強
い

第53回全日本大学駅伝東海地区選考会
総合結果

順位 大 学 名 合計タイム

１ 皇 學 館 大 学 ４ 時間10分33秒71

２ 岐 阜 協 立 大 学 ４ 時間13分13秒12

3 中 京 大 学 ４ 時間15分51秒20

４ 名 古 屋 大 学 ４ 時間19分18秒91

5 愛 知 大 学 ４ 時間3４分07秒51

６ 至 学 館 大 学 ４ 時間37分12秒13

７ 中 部 大 学 ４ 時間37分４8秒82

８ 東 海 学 園 大 学 ４ 時間38分13秒53

９ 静 岡 大 学 ４ 時間４1分４４秒00

１0 名 古 屋 工 業 大 学 ４ 時間４2分3４秒63

１１ 名 城 大 学 ４ 時間４４分58秒2４

１２ 三 重 大 学 ４ 時間51分10秒2４

南 山 大 学 選考外

愛 知 工 業 大 学 DNS（欠場）

愛 知 教 育 大 学 DNS（欠場）

第53回 全日本大学駅伝東海地区選考会メンバー

　

選
考
会
は
タ
イ
ム
レ
ー
ス
方
式
。

全
３
組
（
一
組
に
つ
き
２
名
ま
た
は
３

名
）
計
８
名
が
１
０
０
０
０
ｍ
を
走

り
、
合
計
タ
イ
ム
の
上
位
２
チ
ー
ム

が
11
月
７
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
第

53
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権

大
会
に
出
場
で
き
る
。

　

１
組
目
に
は
原
田
翼
選
手
（
コ
ミ

４
）・
佐
藤
光
選
手（
現
日
２
）が
出
場

し
、２
、３
位
と
健
闘
。
２
組
目
の
３

名
は
１
位
下
村
悠
斗
選
手
（
国
文
３
）、

２
位
芝
辻
晴
裕
選
手
（
現
日
１
）、
３

位
竹
内
啓
一
郎
選
手（
国
史
３
）と
上

位
を
独
占
し
、
合
計
タ
イ
ム
で
も
岐

阜
協
立
大
学
を
抜
き
１
位
に
浮
上
し

た
。
最
終
３
組
目
に
は
鈴
木
翔
也
選

手（
教
育
４
）、
柴
田
龍
一
選
手（
現
日

３
）、
佐
藤
楓
馬
選
手（
現
日
２
）が
出

場
。
佐
藤
楓
馬
選
手
は
全
出
場
選
手

の
中
で
２
位
と
な
る
力
走
だ
っ
た
。

総
合
成
績
が
1
位
の
本
学
（
4
時
間

10
分
33
秒
71
）
と
、
２
位
の
岐
阜
協
立

大
学
（
４
時
間
13
分
13
秒
12
）
が
全
日

本
大
学
駅
伝
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

先
輩
た
ち
が
抜
け
て
弱
く
な
っ
た
と

は
言
わ
せ
な
い
と
い
う
意
地
の
表
れ

か
、
フ
リ
ー
の
日
で
も
ロ
ン
グ
ジ
ョ

グ
を
し
た
り
朝
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て
長
い
距
離
を

走
っ
た
り
と
自
主
的
に
コ
ツ
コ
ツ
練

習
す
る
選
手
が
増
え
、チ
ー
ム
全
体
が

い
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
て
い
る
」

と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　

敢
え
て
高
い
目
標
を
掲
げ
、
出
雲

駅
伝
は
「
地
方
１
位
」、
全
日
本
大
学

駅
伝
は
「
12
位
」、
東
海
学
生
駅
伝
は

「
５
連
覇
」
を
め
ざ
す
。〝
自
分
た
ち

が
頑
張
れ
ば
、
手
が
届
か
な
い
順
位

で
は
な
い
〟
と
、
み
ん
な
で
決
め
た
。

「
昨
年
を
超
え
る
目
標
を
据
え
た
こ

と
で
部
員
の
意
識
が
変
わ
っ
た
。
１

月
に
代
替
わ
り
し
て
か
ら
今
現
在
ま

で
着
実
に
力
を
付
け
、
昨
年
に
負
け

な
い
く
ら
い
層
の
厚
い
部
に
仕
上
が

っ
て
い
る
。
３
駅
伝
で
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
を
き
っ
と
達
成
し
て
み
せ
ま

す
」
と
気
合
は
十
二
分
。
伝
統
の
襷

を
つ
な
ぎ
、〝
皇
學
館
〟
の
名
に
ふ
さ

わ
し
い
走
り
を
見
せ
て
く
れ
る
に
違

い
な
い
。

■注目記事
アカデミック� ２面
「令和 2年度優良教育実践」に4名

アカデミック� ３面
児童の図形理解にプログラミングを活用�
� 杉野裕子教授 科学研究費助成事業
地域連携� 4面
社会人サッカーチーム�
「FC.ISE-SHIMA」と連携協定締結

カルチャー&スポーツ� 5面
松山心さん（現日1）が�
ろう野球日本代表に
高中トピックス� ６面
全校クラスマッチを1年ぶりに開催
1年生が日帰りで校外研修
アクティブスチューデント� ８面
大学柔道部が 3大会で全国へ。�
上位入賞をめざす

歌
ご
よ
み

１ 組 ２ 組 3 組
柴田龍一（現日３）原田　翼（コミ４） 佐藤楓馬（現日２）下村悠斗（国文３） 芝辻晴裕（現日１）竹内啓一郎（国史３）佐藤　光（現日２） 鈴木翔也（教育４）

6月１5日に行われた報告会。※鈴木選手、竹内選手は欠席

皇
學
館

学
園
報

皇
學
館

学
園
報

皇學館大学は、令和4年に
創立140周年再興60周年を迎えます

OPB 済み

皇 學 館 学 園 報（  ）　第88号  令和 3年 9月24日9

第88号
令和3年9月

　

1

　
発行・編集�学校法人皇學館企画部

TEL0596−２２−6４96・8600

大 学
大学院
専攻科

文学部　教育学部
現代日本社会学部

〒5１6−8555�三重県伊勢市神田久志本町１70４
TEL0596−２２−0２0１㈹　FAX0596−２7−１70４

高等学校・中学校
三重県伊勢市楠部町１３8
［高校］〒5１6−8577　TEL0596−２２−0２05㈹
［中学］〒5１6−8588　TEL0596−２３−１３98㈹
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「令和２年度 優良教育実践」に４名
	

▔
	

反
転
学
習
と
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
用
い
た	

	

▔

	

省
察
を
通
し
て
の
授
業
改
善

　

学
生
の
主
体
性
を
養
い
た
い
と
、
講

義
内
容
を
ま
と
め
た
動
画
を
予
め
閲
覧

さ
せ
る
反
転
学
習
を
加
藤
教
授
は
取
り

入
れ
て
い
る
。
閲
覧
し
た
学
生
の
９
割

近
く
が
反
転
学
習
を
肯
定
的
に
捉
え
て

お
り
、
予
習
習
慣
の
定
着
に
寄
与
し
た
。

ま
た
体
育
系
教
育
法
講
義
で
は
模
擬
授

業
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
、
そ
の
映
像
を
基

に
振
り
返
り
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
よ

い
授
業
を
展
開
す
る
た
め
の
気
づ
き
を

学
生
に
得
さ
せ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

	

▔

	

初
年
次
ゼ
ミ
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利	

	

▔

	

用
の
注
意
に
関
す
る
教
育
実
践

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
増
え
る
中
、
大
学

か
ら
の
重
要
な
連
絡
の
見
落
と
し
や
、

パ
ソ
コ
ン
の
故
障
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
の

紛
失
等
で
卒
論
を
は
じ
め
と
す
る
重
要

課
題
の
提
出
が
で
き
な
い
事
例
が
問
題

と
な
っ
て
い
た
。
堀
内
准
教
授
は
大
学

が
加
入
し
て
い
るGoogle�for�Education

の
各
機
能
の
利
用
方
法
や
メ
ー
ル
設
定

を
指
導
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
に

つ
い
て
本
学
学
生
の
実
際
の
書
き
込
み

を
調
査
し
、
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ

う
加
工
し
た
上
で
具
体
的
な
事
例
と
し

て
示
し
、
指
導
を
行
っ
た
。

	

▔

	

学
外
の
他
機
関
連
携
に
よ
る
実
習	

	

▔

	

体
制
の
創
出
と
オ
ン
ラ
イ
ン
学
内	

	

▔

	

実
習
シ
ス
テ
ム
の
開
発
的
実
践

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
外
で
の
社
会
福

祉
士
実
習
が
困
難
と
な
っ
た
。
大
井
准

教
授
は
で
き
る
限
り
実
際
の
形
に
近
づ

け
た
い
と
県
内
の
福
祉
施
設
等
19
団
体

の
協
力
を
取
り
付
け
、
現
場
で
働
く
社

会
福
祉
士
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
直
接
講

義
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

学
生
は
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を
通
じ
て
施
設

の
様
子
や
業
務
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

理
解
を
深
め
た
。
ま
た
、
令
和
２
年
度

に
は
三
重
県
下
す
べ
て
の
社
会
福
祉
協

議
会
と
実
習
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
。

効
果
的
な
新
規
開
拓
を
行
っ
た
。

	

▔

	

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
Ｏ
Ｉ
Ｓ	

	

▔

	

ヤ
ン
グ
リ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
道

　	

▔

	

ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
と	

	

▔

	

異
文
化
交
流

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

に
取
材
す
る
ヤ
ン
グ
リ
ポ
ー
タ
ー
を
め

ざ
す
学
生
の
た
め
、
瓜
田
准
教
授
は
即

戦
力
と
な
る
言
語
運
用
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
。
中
原
み
ゆ
う
さ
ん（
現
日
４
）を

見
事
合
格
に
導
い
た（
84
号
８
面
参
照
）。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
留
学
や
外
国
人
研

究
者
の
招
聘
等
が
中
止
と
な
る
中
、
ワ

シ
ン
ト
ン
大
学
の
日
本
語
学
習
者
と
本

学
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
取
り
計
ら

っ
た
。
英
語
の
ほ
か
韓
国
語
や
中
国
語

な
ど
複
数
の
言
語
の
会
話
練
習
を
通
じ

て
学
生
が
リ
モ
ー
ト
で
異
文
化
交
流
で

き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

ホッとニュース●withコロナ

令和₅年₄月入学生より 教育学部に 
「数理コース（仮称）」設置予定
　教育界へ優れた人材を輩出し続けている教
育学部教育学科に「数理コース（仮称）」が令
和 5年より新たに設置される予定だ。併せて
中学校教諭一種、高等学校教諭一種に「数学」
を加えるべく申請を予定している。

※ただし文部科学省における審査の結果、予定している
教職課程の開設時期が変更となる可能性があります。

深草正博氏が名誉教授に
　35年という長きにわたる本
学への貢献、並びに教育・学
術上の顕著な功績により前特
命教授である深草正博氏に名
誉教授の称号が贈られた。
　氏は昭和25年名古屋市生ま
れ。昭和61年 4 月に本学文学部教育学科に専
任講師として赴任後、文学部教授、教育学部
長等の重責を担い、教育学部創設にあたり尽
力された。氏の専門は多岐にわたるが、とり
わけ異文化理解教育、環境教育の分野に深く
携わり、関連する学会の主要役員や国県市の
次世代育成・環境問題における各種委員、会
長を歴任されている。ご著書『環境世界史学
序説』（平成13年）は環境と歴史を結び付ける環
境世界史学を初めて打ち出したものとして注
目され、平成29年には日本グローバル教育学
会賞を受賞された。

　
本
学
で
は
「
優
良
教
育
実
践
」
と
し
て
優
れ
た
教
育
効
果
を
上
げ
た
教
育
実

践
を
顕
彰
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
は
教
育
学
科
・
加
藤
純
一
教
授
、
国
史
学

科
・
堀
内
淳
一
准
教
授
、
現
代
日
本
社
会
学
科
・
大
井
智
香
子
准
教
授
、
瓜
田

理
子
特
命
准
教
授
の
４
名
が
選
ば
れ
た
。

●「ぼうがいっぽん」さんより 
パンの無償提供
　コロナ禍で困窮してい
る学生を支援したいと、
伊勢市内に店を構える
「ぼうがいっぽん」さんよ
り自家製パンの無償提供
の申し出があった。
　 5月26日16時半から 6
号館ピロティにて配布が
始まると学生が次々訪れ、ロールパンの入った袋を手にす
る光景が見られた。店主の山下さんから「学生生活頑張っ
て」と声を掛けられると、「ありがとうございます」とマス
ク越しにも笑顔とわかる表情で会釈していた。
　第 2回は 6月29日に実施され、今後も継続してご支援い
ただける予定だ。

●７月28日にフードパントリーを実施
　 7月28日、学生を対象
に食料を無償配布するフ
ードパントリーがキャン
パス内で実施された。200
食以上の食料やマスクは
フードバンク ISE さん及
び済生会病院さんから提
供いただき、駒田ゼミの有志学生が、二重マスクと手袋で
コロナ感染対策をし、30分程で配り終えた。フードバンク
に関する資料も一緒に配布され、受け取った学生は興味深
そうに目を通していた。

●和歌山県へ１年越しの修学旅行
　新型コロナウイルス
の影響で延期となって
いた修学旅行が実施さ
れ、皇學館高校 3年生
311名が 6 月25日から
1泊 2日の日程で和歌
山を訪ねた。
　現地では 2班に分かれ千畳敷や串本海中公園、南紀熊野
ジオパークセンター、アドベンチャーワールドなど各地を
巡り、満喫した生徒たち。中西渓さん（ 3 年 6 組）は「ホテル
が少人数の部屋割りだったため広々使えたことに贅沢感を
味わいつつも、コロナウイルスの影響を感じた。延期を重
ねた末にようやく実施された修学旅行だったが、この短い
時間に一生の思い出が凝縮され、私たちの胸の中に刻まれ
た」と話した。

●９月４日から職域接種を開始
　ワクチン供給が遅れ延
期になっていた職域接種が
9月 4日から下記の日程
でスタートした。接種予
定者は学生、教職員等あ
わせて約1500名。 2回目
は 1回目から 4週間後に
接種し、順調に進めば10月24日に完了する。

１回目 ９月�4㈯ 5㈰ 11㈯ 12㈰ 18㈯ 19㈰ 25㈯ 26㈰
２回目 10月�2㈯ 3㈰ ９㈯ 10㈰ 16㈯ 17㈰ 23㈯ 24㈰

新 任 教 職 員 紹 介
　

❶出身地・経歴等　❷趣味・特技等
❸座右の銘　　　　❹一言メッセージ

　
総務部人事担当事務嘱託

田
た

端
ば た

 亜
あ

紀
き

❶三重県　❷料理　❸一期一会
❹微力ながら本学の成長を支える
一助となりたいと考えております。

学生支援部国際交流担当事務嘱託

上
う え

村
む ら

 祐
ゆ う

子
こ

❶三重県◆甲南女子大学短期大
学英語科卒　❷スポーツ・ミュージ
カル鑑賞　❸一期一会　❹たくさんの学生が英
語や海外に興味を持ち、かけがえのない経験とな
るようサポートします。

学生支援部学生担当事務嘱託

佐
さ

藤
と う

 圭
け い

吾
ご

❶三重県◆皇學館大学現代日本
社会学部現代日本社会学科卒
❷スノーボード、ビリヤード ❸一日一笑
❹学生が充実した寮生活を送れるようにサポート
していきます。
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部
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支
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部
教
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１
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〕
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退
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▼

令
和
３
年
６
月
30
日
付

学
生
支
援
部
就
職
担
当�

書
記�

髙
橋　
　

葵

令
和
３
年
７
月
15
日
付

学
生
支
援
部
学
生
担
当�

事
務
嘱
託�

�

四
田　

大
成

令
和
３
年
７
月
31
日
付

企
画
部（
皇
學
館
サ
ー
ビ
ス
）�

主
事�
前
田
千
鶴
子

総
務
部
総
務
担
当�

書
記
補�

�

角
谷　

千
尋

中
学
校
教
諭�

�

仁
木　

孝
幸

令
和
３
年
8
月
31
日
付

高
校
常
勤
講
師�

�

エ
リ
ッ
ク 

ハ
モ
ン
ド
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令
和
３
年
７
月
１
日
付

総
務
部
人
事
担
当�

事
務
嘱
託�

�

田
端　

亜
紀

学
生
支
援
部
国
際
交
流
担
当�

事
務
嘱
託�

�

上
村　

祐
子

令
和
３
年
９
月
１
日
付

学
生
支
援
部
学
生
担
当�

事
務
嘱
託�

�
佐
藤　

圭
吾

教育学科
教授
加 藤 純 一

現代日本社会学科
特命准教授
瓜 田 理 子

現代日本社会学科
准教授
大 井 智香子

国史学科
准教授
堀 内 淳 一

接種前に担当職員が説明

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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ご注文の際は大学ホームページから、もしくは
下記へお電話またはFAXにてご連絡ください。

TEL・FAX05９６−２２−６3２0皇學館大学出版部
◦書名・冊数・住所・氏名・電話番号をお知らせください。
◦お支払いは郵便振込にてお願いします。
◦別途送料（４４0円）をご負担いただきますので、ご了承ください。

玉城町より受託研究
　学外諸団体等から研究・調査等の委託を受
け、その研究成果を報告する受託研究。令和
2年度は玉城町より「玉城町明るい未来づく
りに関する調査研究業務」を受託し、年度末
にケーブルテレビ玉城町行政チャンネルで研
究成果報告の様子が放映された。

宇治おはらい町で平安末から
鎌倉初頭の陶器が出土
考古学研究会学術発掘調査

　本学考古学
研究会（岡田登
本学名誉教授、部員24名）は百五銀行内宮前支店
の改築に伴い、鳥居前町として発展してきた
宇治おはらい町の歴史を検証する試掘調査を
行った。調査期間は令和 2 年 3 月20～23日、
28・29日の 5日間。
　調査の結果、江戸時代後半から明治時代、最
も古い遺物では平安末から鎌倉時代初頭頃の
陶器などが出土し、今回の調査区の下層、あ
るいはその周辺部に鎌倉時代初頭またはそれ
以前の遺構が埋没している可能性が高まった。

　
令和 ３ 年度科研費に ６ 件採択

　

教
育
学
部
・
杉
野
裕
子
教
授
が
研
究

代
表
者
を
務
め
令
和
２
年
度
科
学
研
究

費
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
た
「
小
学
２

年
か
ら
４
年
で
の
図
形
の
属
性
・
形
・

性
質
理
解
を
は
か
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

活
用
研
究
」。
同
研
究
の
実
践
・
検
証
の

一
環
と
し
て
杉
野
教
授
と
ゼ
ミ
生
４
名

が
５
月
31
日
、
伊
勢
市
立
豊
浜
西
小
学

校
の
協
力
を
得
て
、
４
年
生
を
対
象
に

算
数
の
授
業
を
行
っ
た
。

　

杉
野
教
授
は「
角
」の
単
元
に
お
い
て

児
童
が
「
１
つ
の
頂
点
か
ら
出
て
い
る

２
つ
の
辺
が
つ
く
る
形
」
と
の
認
識
に

留
ま
り
、「
１
つ
の
直
線
が
端
の
点
を
中

心
に
回
転
し
た
形
」
と
い
う
量
的
な
視

点
で
捉
え
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
を
懸
念
。
子
ど
も
の
算
数
・
数
学
学

習
の
た
め
に
作
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
言
語
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
を
ベ
ー
ス
に
「
角
度

＝
回
転
量
」
と
の
概
念
形
成
や
分
度
器

の
使
い
方
・
仕
組
み
の
理
解
に
役
立
つ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
用
教
材
を
開
発
し
た
。

　

授
業
で
は「
辺
を
か
く
」「
�30°
回
転
」等
、

児
童
が
各
自
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
す
る
と
、
画
面
上
の
カ
メ
が

回
転
し
軌
跡
を
描
き
な
が
ら
命
令
通
り

の
角
を
作
る
。
子
ど
も
た
ち
は
色
々
な

角
度
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
挑
戦

し
、
連
動
す
る
カ
メ
の
動
き
を
見
な
が

ら
理
解
を
深
め
た
様
子
だ
っ
た
。
ま
た
、

児
童
は
互
い
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
電
子
黒

板
で
発
表
し
て
共
有
し
て
い
っ
た
。
杉

野
教
授
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
操
作

を
通
し
て
図
形
を
言
語
化
、
可
視
化
す

る
た
め
、
図
形
の
イ
メ
ー
ジ
や
概
念
の

形
成
に
役
立
つ
。
引
き
続
き
実
践
・
検

証
を
重
ね
、
活
用
の
機
会
を
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
す
。

　令和 3年度の科学研究費助成事業に本学園から ６研究が採択
された。研究課題と代表者は下表の通り。

　岡
野
友
彦
教
授
の
論
文
が

ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に

皇
學
館
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ

　

研
究
・
教
育
活
動
の
成
果
を

学
内
外
に
公
開
し
社
会
に
貢
献

し
よ
う
と
、
本
学
で
は
学
術
論

文
等
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

化
を
積
極
的
に
進
め
「
皇
學
館

大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
運

用
を
平
成
29
年
４
月
に
開
始
し

た（
87
号
７
面
参
照
）。同
リ
ポ
ジ

ト
リ
へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
が
月

平
均
１
７
６
８
件
と
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
る
中
、
岡
野
友

彦
教
授
の
論
文
「
日
本
の
荘
園

は
な
ぜ
教
え
に
く
い
か
」
が
８

月
末
時
点
で
閲
覧
数
２
万
９
８

８
８
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
２
万

１
７
２
を
記
録
し
、
ラ
ン
キ
ン

グ
１
位
と
な
っ
た
。

　

本
学
で
は
今
後
も
学
術
情
報
、

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

を
図
り
、
本
学
が
持
つ
知
的
資

源
を
広
く
社
会

へ
還
元
し
て
い

く
。

　
「
す
ら
す
ら
英
文
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
英
語
へ
の
抵
抗
感
が
薄
れ
た
」
等
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
玉
田
貴
裕
助
教

と
本
学
附
属
図
書
館
が
タ
ッ
グ
を
組
み
令
和

２
年
７
月
に
開
始
し
た
英
文
多
読
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
図
書
館
多
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
参
加
者

か
ら
喜
び
の
声
が
続
々
届
い
て
い
る
。

　
「
多
読
」と
は
英
語
で
書
か
れ
た
易
し
い
本

を
た
く
さ
ん
読
む
英
語
学
修
法
の
一
つ
だ
。

①
辞
書
を
引
か
な
い
、
②
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
は
飛
ば
す
、
③
面
白
く
な
か
っ
た
ら
次
の

本
へ
と
い
う
３
つ
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で

大
量
の
文
章
を
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
、

単
語
や
文
法
構
造
を
英
語
の
ま
ま
理
解
す
る

回
路
が
育
つ
。参
加
し
た
鎌
田
ゆ
い
さ
ん（
教

育
・
令
和
２
年
度
卒
）
は
通
学
時
や
空
き
コ
マ

な
ど
隙
間
時
間
を
活
用
し
週
に
10
冊
を
読
破
。

卒
業
前
の
約
３
カ
月
間
で
23
万
語
を
読
み
、

「
10
万
語
を
超
え
た
あ
た
り
か
ら
読
む
の
が

速
く
な
り
ス
ト
ー
リ
ー
を
楽
し
め
た
。
英
語

を
英
語
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
英
語

力（
と
く
に
読
む
力
）が
上
が
っ
た
」と
多
読
の

効
果
に
つ
い
て
実
感
を
込
め
て
語
っ
た
。

　
「
現
在
は
英
語
系
科
目
を
受
講
す
る
１
・
２

年
生
が
主
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、３
・
４
年

生
に
な
っ
て
も
継
続
し
て
も
ら
え
る
仕
組
み

を
図
書
館
と
一
緒
に
検
討
し
た
い
」
と
話
す

玉
田
助
教
。
な
お
「
図
書
館
多
読
チ
ャ
レ
ン

ジ
」で
は
年
に
２
回
表
彰
を
行
っ
て
お
り
、令

和
３
年
７
月
の
表
彰
式
で
は
10
万
語
以
上
達

成
し
た
33
名
、
20
万
語
以
上
達
成
し
た
２
名

に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　英
語
脳
を
つ
く
る

「
図
書
館
多
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
」が
好
評

新刊のご案内
『中世伊勢神宮の信仰と社会』
中世の伊勢神宮。
一見衰微に向かい
つつ、多くの御厨・御
園が置かれ、伊勢神
道が成立し、伊勢御
師が成長した時代で
もある。「私幣禁断」
を軸にその謎に迫る。

著者：岡野友彦
定価：１,575円
装丁：B 6 判・２60頁

　
皇學館学園報に関する
アンケートのお願い

　よりよい紙面づくりをめざして、本紙
「皇學館学園報」についてのアンケートを
実施いたします。以下のサイトより忌憚
のないご意見・ご感想をいただきたく、よ
ろしくお願いいたします。

アンケート実施期間
令和 ₃ 年
₉ 月₂₄日～₁₀月₃₁日

問合せ先●学校法人皇學館企画部
　　　　　ＴＥＬ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₉₆・₈₆₀₀

　児
童
の
図
形
理
解
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
活
用

杉
野
裕
子
教
授
　
科
学
研
究
費
助
成
事
業

約5500冊を誇る図書館 ２ 階ラーニングコモ
ンズの「多読コーナー」。ゴールド0～１00語、
イエロー１0１～３00語等、読解に必要な語彙
数が色分け表示してあるので取り組みやすい

研究課題名 研究代表者
研究種目	 研究期間

１
古代伊勢神宮に関する未公刊史料を活用
した基礎的研究	 （課題番号：21K0007４）

研究開発推進センター
准教授
佐 野 真 人

基盤研究（C）	 令和 3年度〜令和 5年度

２
思春期の子どもの親に対する自己開示に
関する研究	 （課題番号：21K03037）

教育学部教授
渡 邉 賢 二

基盤研究（C）	 令和 3年度〜令和 6年度

3
大臀筋の選択的トレーニングがスプリント
能力に及ぼす影響	 （課題番号：21K11４85）

教育学部助教
吉 本 隆 哉

基盤研究（C）	 令和 3年度〜令和 5年度

４

視線入力を活用した重度身体障害児者の
遠隔eSports参加による自己肯定感の向上
	 （課題番号：21K12776）

教育学部教授
大 杉 成 喜

基盤研究（C）	 令和 3年度〜令和 5年度

5

日本思想は「哲学」になりうるか　近世・近
代の経典解釈史からの「日本哲学」の再構成
	 （課題番号：21K1283４）

文学部准教授
板 東 洋 介

若手研究	 令和 3年度〜令和 6年度

６
数学的活動の授業評価ルーブリックに関す
る実証的研究	 （課題番号：21H03928）

皇學館高等学校教諭
黒 田 大 樹

奨励研究	 令和 3年度

熱
心
に
取
り
組
む
児
童
た
ち

令和２年度 受託研究

玉城町明るい未来づくりに関する調査研究業務
研究担当者◦池山　敦
研 究 期 間◦令和2年6月22日〜令和3年3月19日
　

調査に参加した手倉森結南さん（国史３）（左）と
大和久直紀さん（神道３） インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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教育学部発 ₂ 活動を採択
令和 ₃ 年度 おかげキャンパスプロジェクト
　令和 3年度おかげキャンパスプロジェクト
に教育学部の駒田聡子教授、大杉成喜教授が
それぞれ担当する 2件が採択された。概要は
以下の通り。

令和 ₃ 年度チャレンジプロ
ジェクトに ₂ 件採択
　学生が主体となり地域連携や学内活性化に
取り組む活動を大学がサポートするチャレン
ジプロジェクト。令和 3年度は 2件が採択さ
れた。

　学
識
・
伝
統
×
ス
ポ
ー
ツ
で

地
域
活
性
化
、人
材
育
成
を

FC
.IS
E
-S
H
IM
A

と
連
携
協
定
締
結

　

志摩市と包括連携協定

　

伊勢市と共同制作した「広報いせ」が
全国広報コンクールで ２ 年連続入選!

　

学
識
と
伝
統
を
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
入

れ
、
一
致
協
力
し
て
地
域
活
性
化
と
人

材
育
成
を
図
ろ
う
と
、
本
学
は
東
海
社

会
人
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
１
部
に
所
属
す

る
「FC.ISE-SH

IM
A

」
と
次
の
項
目

で
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

①
人
材
育
成
、
教
育
の
充
実

②
ま
ち
づ
く
り
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

③
環
境
の
保
全
・
再
生

④
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
振
興

⑤
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項

　

今
後
は
同
チ
ー
ム
に
よ
る
本
学
サ
ッ

カ
ー
部
へ
の
指
導
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
等
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、
イ
ベ

ン
ト
や
地
元
開
催
試
合
に
お
け
る
学
生

ら
に
よ
る
運
営
補
助
な
ど
、
協
定
に
基

づ
き
交
流
を
深
め
、
多
岐
に
わ
た
り
活

動
し
て
い
く
。

　

７
月
1６
日
の
調
印
式
で
河
野
訓
学
長

は
「
崇
高
な
理
想
を
掲
げ
ら
れ
、
サ
ッ

カ
ー
以
外
に
も
地
域
貢
献
活
動
を
推
進

さ
れ
て
い
る
。
人
材
育
成
、
ま
ち
づ
く

り
、環
境
保
全
、文
化
振
興
と
幅
広
い
連

携
の
も
と
、
地
域
の
活
性
化
が
で
き
れ

ば
こ
の
連
携
協
定
の
大
き
な
成
果
と
な

る
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。
同
チ
ー
ム
の

理
事
長
兼
監
督
の
小
倉
隆
史
氏
は
「
子

ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
魅

力
を
伝
え
、
人
間
力
を
高
め
る
チ
ー
ム

活
動
お
よ
び
ス
ク
ー
ル
活
動
の
充
実
が

地
域
や
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
重
要
だ
と
考

え
て
い
た
。
ス
ポ
ー
ツ
と
教
育
の
コ
ラ

ボ
に
よ
る
可
能
性
を
感
じ
な
が
ら
、
両

者
の
相
乗
効
果
で
伊
勢
志
摩
地
域
か
ら

の
発
信
を
強
め
て
い
き
た
い
。
皇
學
館

大
学
と
協
力
し
た
か
ら
Ｊ
Ｆ
Ｌ
、
Ｊ
リ

ー
グ
昇
格
が
で
き
た
と
言
え
る
よ
う
結

果
も
し
っ
か
り
残
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。

　

本
協
定
の
有
効
期
間
は
協
定
締
結
日

か
ら
１
年
間
。
双
方
か
ら
改
廃
の
申
し

入
れ
が
な
い
場
合
は
１
年
ご
と
に
更
新

さ
れ
る
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
「
広

報
い
せ
特
集
記
事
制

作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
創
意
工
夫
を
と

提
案
し
、「
広
報
い

せ
」
令
和
２
年
８
月

１
日
・
９
月
１
日
号

で
組
ん
だ
特
集
「
こ

ど
も
も
お
と
な
も
お

う
ち
で
た
の
し
む
な

つ
じ
か
ん
」「
伊
勢
え

が
お
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

広
げ
よ
う
!
笑
顔
の
輪
」

（
84
号
８
面
参
照
）
な
ど
が
全

国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
広
報

企
画
部
門
で
87
自
治
体
の
中

か
ら
入
選
を
果
た
し
た
。
昨

年
度
も
同
部
門
で
入
選
し
て

お
り
、
２
年
連
続
入
選
は
東

海
三
県
初
の
快
挙
だ
。

　

ま
た
、
今
年
の
８
月
１
日

号
で
は「M

も

っ

た

い

な

い

OTTAINAI

が
地

球
を
救
う
!
ご
み
減
量
大
作

戦
」
と
題
し
て
ご
み
を
減
ら

す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案

し
た
り
、
９
月
１
日
号
で
は

本
年
行
わ
れ
る
国
政
・
地
方

選
挙
を
見
据
え
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動

「
若
者
の
投
票
率
Ｕ
Ｐ
!
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
コ
ラ
ボ
。学

生
が
投
票
ま
で
の
一
連
の
流

れ
を
体
験
す
る
模
擬
投
票
の

様
子
を
取
材
・
撮
影
し
掲
載

し
た
。

　

学
生
の
視
点
を
生
か
し
、

号
を
重
ね
る
ご
と
に
よ
り
充

実
し
た
紙
面
を
制
作
し
て
い

る
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
Ｃ
Ｌ

Ｌ
活
動
同
士
で
タ
ッ
グ
を
組

む
な
ど
新
た
な
展
開
も
見
せ

て
い
る
。
今
後
も
注
目
だ
。

【地域との連携】
新しい免疫教材を使った高等学校への
授業支援
代表◦杉山瑞姫（教育3）	 サポート教員◦中松教授

教科書に掲載されているにも関わらずほぼ行わ
れていない食作用（免疫）の観察・実験について、
高校生がより簡単に取り組めるよう教材に改良
を加えた。7月16日に伊勢高等学校で授業支援
を行い、11月末以降に皇學館高等学校でも実施
する予定だ。将来的には全国への普及をめざす。

【地域との連携】
地元の食材を、知ろう、作ろう、
食べようプロジェクト
代表◦髙島菜摘（教育3）	 サポート教員◦駒田教授

三重の食材の魅力を将来の消費者となる子ども
とその保護者に向け発信し、関心を高めてもらう
のが狙い。コロナ禍によりこれまでと同様の料	
理教室の開催は難しいため、松阪農業公園ベル
ファームなど密にならない会場での
クッキングイベントのほか、地域食
材を使った献立のネット配信等、多
彩な活動を展開中。

　

平
成
2６
年
度
に
文
部
科
学
省
の

地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
に
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
機
に
本
学
は
志
摩

市
を
含
む
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏

８
市
町
と
連
携
し
、
学
生
が
地
域

課
題
解
決
を
体
験
的
に
学
ぶ
学
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
推
進
し
て
き

た
。
こ
の
間
、
志
摩
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

「
あ
ば
ば
い
〜
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
学
生

部
会
〜
」「
離
島
ツ
ア
ー
in
間
崎
島
」
等
を

実
施
し
て
き
た
実
績
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に

連
携
を
強
化
し
地
域
活
性
や
人
材
育
成
に

寄
与
し
よ
う
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
す

る
に
至
っ
た
。

　

８
月
27
日
、
志
摩
市
役
所
で
執
り
行
わ

れ
た
調
印
式
で
河
野
訓
学
長
は
「
諸
方
面

で
の
連
携
を
可
能
に
す
る
包
括
連
携
協
定

を
結
べ
た
こ
と
に
感
謝
。
風
光
明
媚
な
志

摩
市
と
手
を
携
え
、
両
者
に
プ
ラ
ス
と
な

る
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
挨
拶

し
、志
摩
市
の
橋
爪
政
吉
市
長
は「
地
域
の

活
性
化
は
も
と
よ
り
教
育
、
福
祉
等
様
々

な
部
分
で
連
携
を
し
た
い
。『
生
き
る
力
』

を
育
む
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
志
摩
市
を
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
」
と
期
待
を
込

め
た
。
今
後
、
市
各
課
と
協
力
し
な
が
ら

多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

包括連携事業概要
項　　目 考えられる取組み例

（１）地域の活性化に関
する事項

◦交流の促進／地域の課題解決の取
組みへの参画

◦まちづくり、地域活性化、観光政
策等へのアドバイス等の協力

◦SDGsの推進

（２）地域人材の育成に
関する事項

◦志摩市に誇りをもって住み続け
たいと考える学生を増やす対話

◦志摩市内企業と卒業見込み・卒業生
とのマッチング

（3）教育の充実に関す
る事項

◦大学生による無償教育支援ボラ
ンティア

◦大学生による無償学校図書館支
援ボランティア

◦スポーツ教室等の開催

（４）福祉の推進に関す
る事項 ◦企画ボランティアの取組み

（5）地域の歴史や伝統
文化の振興に関す
る事項

◦文化、文化財等に関連する教員、
学生による調査研究

◦歴史、文化に関する講座、セミナ
ー等の開催

（６）その他前条の目的
を達成するために必
要と認められる事項

◦防災ボランティア
　（防災訓練、防災講話等への協力）

担当教員 駒 田 聡 子

計 画 名
ベルファームと協働して、
地産地消を広めようプロジェクト

実施期間 令和3年４月22日〜令和 ４年1月31日

活動内容

農産物直売所を利用していない若い
世代や小さな子どもを持つ親世代を	
メインターゲットに地場産品を使った
弁当作りや献立の開発、「ロロン」「シル
クスイート」「子どもピーマン」等を用
いた調理体験、ニーズ調査、ロゴ・POP
制作等を行う。

担当教員 大 杉 成 喜

計 画 名
「ちいさいおともだちのためのプ
ログラミングきょうしつ・コンテス
ト」プロジェクト

実施期間 令和3年5月25日〜令和４年1月31日

概　　要

小学校低学年や未就学児、知的障害児
等、認知発達段階の子どもを対象に学
習意欲の向上、論理的思考力の養成に
つながるプログラミング教育を継続的
に行い、プログラミングコンテストへの
参加をめざす。

鈴木健一伊勢市長にコンクール入選をご報告

協定書に調印した小倉氏（左）と河野学長

平成３0年に活動を開始した同プロジェクト。現在は１４名の�
メンバーが活躍中

CLL活動
リポート

皇學館大学家庭科教育ゼミによるAmebaブログ。
地元の食材を使った料理レシピを掲載している

調印する河野学長（左）と志摩市の橋爪市長

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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のべ₁₆₀₀名が参加。WEB
オープンキャンパスも実施
令和 ₃ 年度 オープンキャンパス
　恒例のオープ
ンキャンパスが
「Hel lo !  N ew 
Me」をテーマに
6月から 8月に
かけて開催され
た。新型コロナ感染症対策として昨年度に引
き続き、事前予約制（定員制限あり）を採用。参
加を受験生及び付添者に限定した上で AO 対
策講義・模擬講義・体験型プログラム・個別
相談会（入試・学科・学生）・施設散策を実施し、
のべ1600名（生徒1115名、付添者485名）にご参加
いただいた。
　体験型プログラムでは古文書を復元し、実
際に読んでみる「古文書で歴史体験」（国史学
科）や必修となった小学生へのプログラミン
グツールを実際に触れて体験する「小学校段
階のプログラミング教育」（教育学科）といった
大学ならではの専門性の高い講義が行われ、
好評をいただいた。
　その他、本学受験生サイトにてWEBオープ
ンキャンパスを実施し、動画形式で入試説明
などを行っている。本サイト内でオープンキ
ャンパスの模様も動画形式で公開しているの
で、こちらもぜひご覧いただきたい。

高校野球部が東北遠征を実施

　 8月 6日から 9日にかけての 4日間、皇學
館高校野球部が東北遠征を実施した。 1日目
は福島県白河市の球場で練習し、その後岩手
県へ移動。 2、3日目は大谷翔平選手、菊池雄
星選手の母校、花巻東高校と試合を行った。
技術的なことはもちろんのこと、野球に取り
組む姿勢など多くを学び、感じることができ
た。 4日目は一昨年まで13年連続で夏の甲子
園出場の福島・聖光学院との試合を予定して
いたが、スケジュールの関係で中止となった。
　この 4日間の遠征を通して心身ともにチー
ム強化を図ることができました。来春に行わ
れる選抜高校野球大会に出場できるよう一層
頑張っていきますので、応援のほどよろしく
お願いいたします。 野球部顧問　中田　遼

　松
山
心
さ
ん（
現
日
１
）が

ろ
う
野
球
日
本
代
表
に

　

本
学
硬
式
野
球
部
員
の
松
山
心
さ
ん

（
現
日
１
）
が
ろ
う
野
球
の
日
本
代
表
に
選

出
さ
れ
、
７
月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け
札

幌
で
行
わ
れ
た
強
化
合
宿
に
参
加
。
令
和

４
年
３
月
に
台
湾
で
開
催
さ
れ
る
予
定
の

世
界
ろ
う
野
球
選
手
権
大
会
に
向
け
、
最

速
１
４
5
キ
ロ
の
投
球
に
磨
き
を
か
け
た
。

　

生
ま
れ
つ
き
左
耳
が
聞
こ
え
ず
、
右
耳

は
補
聴
器
を
付
け
て
わ
ず
か
に
聞
き
取
れ

る
程
度
。野
球
歴
は
11
年
と
長
く
、甲
子
園

出
場
を
め
ざ
し
て
聾
学
校
か
ら
松
阪
商
業

高
校
へ
進
学
し
た
。
日
本
代
表
に
選
ば
れ

る
の
は
２
度
目
。
前
回
は
唯
一
の
高
校
生

メ
ン
バ
ー
と
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
が
、
韓

国
で
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
世
界
大
会
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
に
。

今
回
、
再
び
代
表
入
り
を
果
た
し
た
こ
と

に
松
山
さ
ん
は
「
日
の
丸
を
背
負
っ
て
戦

え
る
こ
と
が
誇
り
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

国
際
大
会
で
は
補
聴
器
等
の
装
着
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
試
合
で
は
ア
イ
コ

ン
タ
ク
ト
や
手
話
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に
よ

っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。
一

方
、
聴
力
障
害
者
と
い
っ
て
も
口
話
や
筆

談
な
ど
が
専
ら
で
手
話
を
知
ら
な
い
人
も

お
り
、「
意
思
伝
達
の
す
れ
違
い
が
多
く
、

苦
労
し
た
」
と
松
山
さ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
う
機
会
に

な
っ
た
と
言
い
、「
一
目
で
素
早
く
判
断
し

た
り
、
周
り
を
観
察
す
る
力
が
付
き
ま
し

た
」
と
話
す
。

　

目
標
は
優
勝
。「
私
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
世

界
を
圧
倒
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。
硬
式

野
球
が
デ＊

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に

な
れ
ば
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ア
ン
も
夢
で
は
な

い
。
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
大
だ
。

＊
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

４
年
に
１
度
、世
界
規
模
で
行
わ
れ
る
聴
覚
障
害

者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
。
日
本
ろ
う
野
球

協
会
で
は
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
種
目
に
野
球
を

導
入
す
べ
く
活
動
し
て
い
る
。

　

三重県リーグ５連覇、東海リーグ準優勝
� 大学硬式野球部　

大
学
硬
式
野
球
部
が
春
季
三
重

県
リ
ー
グ
戦
に
て
５
期
連
続
で
優

勝
を
果
た
し
、
５
月
22
日
に
岐
阜

市
の
長
良
川
球
場
で
開
催
さ
れ
た

東
海
地
区
春
季
大
会
に
出
場
し
た
。

　

同
大
会
は
三
重
、
岐
阜
、
静
岡

の
代
表
３
校
に
よ
る
総
当
た
り
戦
。

２
勝
し
た
チ
ー
ム
が
全
日
本
大
学

野
球
選
手
権
へ
の
出
場
権
を
獲
得

す
る
。
本
学
は
初
戦
で
静
岡
代
表

の
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
と
対

戦
。
プ
ロ
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
鈴

木
貫
太
朗
選
手（
現
日
４
）が
こ
の

日
最
速
１
４
５
キ
ロ
を
マ
ー
ク
す

る
な
ど
好
投
し
、
３

対
２
で
下
し
た
。
次

勝
て
ば
全
国
大
会
出

場
が
決
ま
る
大
一
番

の
相
手
は
岐
阜
聖
徳

学
園
大
学
。
リ
リ
ー

フ
の
若
林
潤
選
手

（
国
文
４
）
の
踏
ん
張

り
も
あ
り
８
回
ま
で

に
同
点
に
追
い
つ
く

な
ど
接
戦
と
な
っ
た

が
、
９
回
に
１
点
を
失
い
５
対
６

で
惜
敗
。
涙
を
飲
ん
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
今
春
は
練
習
自
粛
、
対
外

試
合
禁
止
な
ど
思
う
よ
う
に
部
活

動
に
取
り
組
め
な
か
っ
た
が
、
８

月
10
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
万
全

の
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
た
上
で
社
会

人
チ
ー
ム
と
試
合
を
す
る
な
ど
徐

徐
に
練
習
環
境
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
。「
神
宮
か
ら
神
宮
へ
」
を
合

言
葉
に
平
成
27
年
以
来
２
度
目
の

全
国
大
会
出
場
に
向
け
て
、
鍛
錬

の
日
々
は
続
く
。

　皇
學
館
柔
道
を
世
界
へ
!

歌
代
さ
ん
が
ブ
ー
タ
ン
で

柔
道
指
導
者
に

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
男

子
６0
キ
ロ
級
、
高
藤
直
寿
選
手
が
日
本
勢

初
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
同
じ
日
、
同

じ
場
所
に
本
学
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
歌
代
勇
祐
さ

ん（
教
育
・
平
成
29
年
度
卒
）の
姿
が
あ
っ
た
。

自
身
が
指
導
し
、
柔
道
種
目
で
ブ
ー
タ
ン

王
国
史
上
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
（
特

別
枠
）と
な
っ
た
ン
ガ
ワ
ン
・
ナ
ム
ゲ
ル
さ

ん
を
見
守
る
た
め
だ
。

　

在
学
中
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
会
や
柔

道
連
盟
の
海
外
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
経
験
か
ら
外
国
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
と
い
う
歌
代
さ
ん
。
人
と
し
て
の
厚

み
を
持
っ
た
指
導
者
を
め
ざ
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
ス
ポ
ー
ツ
隊
員
に
応
募
。
平
成
30
年

10
月
か
ら
ブ
ー
タ
ン
王
国
で
コ
ー
チ
を
務

め
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
令
和
２
年
４
月
に
帰
国
し
そ
の
ま

ま
任
期
を
終
え
た
が
、
情
熱
冷
め
や
ら
ず

ブ
ー
タ
ン
柔
道
協
会
と
直
接
契
約
し
、
今

年
４
月
か
ら
再
び
教
え
る
こ
と
に
。
原
動

力
は
柔
道
部
で
培
っ
た
〝
誇
り
〟
だ
。「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
柔

道
に
限
ら
ず
得
る
も
の
が
多
く
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
環
境
の
中
で
や
り
切
っ
た
こ
と
が

誇
り
に
つ
な
が
っ
た
。
ブ
ー
タ
ン
の
人
に

は
柔
道
を
通
し
て
心
技
体
を
磨
き
前
向
き

に
取
り
組
め
ば
、
自
ず
と
柔
道
以
外
に
も

生
き
て
く
る
こ
と
を
学
び
と
っ
て
ほ
し

い
」
と
熱
く
語
る
。
師
と
仰
ぐ
佐
藤
武
尊

部
長
の
教
え
、
皇
學
館
柔
道
の
精
神
を
広

く
伝
え
、
後
進
を
育
て
た
い　
　

歌
代
さ

ん
の
夢
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

第２２回高校生英語スピーチコンテスト
開催のご案内

スピーチ動画募集中
　文学部コミュニケーション学科では昨年
に続き、動画による「第22回高校生英語ス
ピーチコンテスト」を開催いたします。日
頃の勉強の成果を試すこの機会に是非とも
みなさんのご応募をお待ちし
ております。開催案内・応募
書類についてはこちら（→）の
サイトをご覧ください。

応募期間 ₉月₁₇日㈮～₁₀月₁₅日㈮必着

応募書類送付先・問合せ
皇學館大学文学部コミュニケーション学科研究室
〒₅₁₆⊖₈₅₅₅ 三重県伊勢市神田久志本町₁₇₀₄
ＴＥＬ・ＦＡＸ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₇₂
Ｅ‐ｍａｉℓ commu@kogakkan-u.ac.jp
　
開室時間：月～金曜日 9：00～１7：00
※お問合せはE-mailをご利用ください。

コ
ー
チ
と
し
て
東
京
五
輪
に
挑
ん
だ
歌
代
さ
ん

奥から歌代さん、ンガワン・ナムゲルさん、佐藤部長

「ろう野球は一般よりジェ
スチャーが多いところが
魅力」と松山さん

日大戦 9回 ２失点完投勝利した
鈴木投手

味方を信じて投げる松山さん

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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　当日はどの教室もクラスカラーに包まれ、一体感を感じ
ました。色々な制限はありましたが、試合ではプレーが失敗
しても成功しても拍手の音が響きました。そしてチームが
一つとなってボールを繋ぎ、一人はみんなのために、みん
なは一人のために戦う姿が印象的でした。戦略を練って勝
ち抜いたり、男女混合チームでクラスの絆を深めたりと、前
校友会役員の先輩方が考えてくださった男女が一緒に楽
しめるルールのおかげでクラスマッチは一層盛り上がりま
した。また、校友会役員として初めてクラスマッチの運営に
携わったことで、どんな行事でも多くの方々の尽力によって
成り立っていることに気づかされました。
　クラスマッチを終え、行事を通して得られるクラスの団結
力の素晴らしさを実感しました。これは普段の学校生活だ
けでは得られないものです。ひとつでも多くの思い出がで
きるように校友会役員みんなで考えていきたいと思います。

コロナ対策で制限ある中、満足度高く
第 １ 回オープンスクール

全校クラスマッチを１年ぶりに開催

力を合わせる大切さを学ぶ� １ 年Ａ組　木 村 瑠 那

６ 月27日に『第 1回オープンスクール2021 〜皇學館を
知ろう〜』が開催された。セミナーホールで実施さ

れた保護者・児童を対象とした学校紹介では、生徒代表に
よる学校行事や部活動についての説明が行われた。皇學館
中学校の日常を写真などで紹介し、小学生にも伝わる丁寧
でとてもわかりやすい内容だった。体験授業では「英語」と「算数」が実施され、英語ではiPadを使
ったオンライン英会話を体験し、児童は画面越しの外国人講師とマンツーマンで会話を楽しんだ。数
学では《身近に潜む暗号を解こう》と題して、点字の規則性を発見し、様々な場所の点字を読むこと
ができるようになる授業を体験した。さらに個人相談や動画ブースなども開催し、より詳しく中学校
の魅力を知ってもらうことができた。新型コロナウイルス感染防止の観点から制限があった中での開
催だったが、参加した保護者・児童からは満足の声が多く聞かれた大盛況の半日となった。

６ 月18日、 1年生が志摩市登茂山
公園での校外研修に参加し、真

珠を使ったアクセサリー作りやシーカ
ヤック体験を楽しんだ。昨年はコロナ
禍のため中止を余儀なくされたが、今
年度は日帰りで決行。 1年生たちは研
修で学んだことを新聞にまとめ、22日
の全校朝礼で発表した。

新型コロナウイルスの影響で昨年は学年別に
分かれて実施されたクラスマッチ。今年は

手指・ボールの消毒や人数制限など万全の感染対
策をとった上で 7月1６日に開催され、全校生徒が
参加。ソフトバレーボールで熱戦が繰り広げられ
た。

１年生が日帰りで校外研修

行事は多くの方々の尽力で成り立っている
� 校友会総務副委員長　石 谷 実 佐（２年８組）

　天気予報をずっと気にしていた「校外研修」。待ちに待った当日は少し
曇っていたものの暑すぎずちょうどよい気候でした。五十鈴川駅に集合
したみんなの顔はとても晴れやかで、皇學館の大型バスに乗って志摩市
登茂山公園にある「志摩自然学校」に向かいました。
　現地ではまず「真珠講座」を受けました。1４0年前、鳥羽で始まった真珠
養殖。リアス式海岸を持ち波静かな英虞湾は周囲の山や森から栄養分が
流れ込むため養殖に適しており、三重県は真珠養殖生産量第 3位だそう
です。また、真珠はきれいな海とアコヤ貝、人の技術がそろって初めて生
み出されることから人と自然の共生のシンボルとしても扱われるそうで
す。しっかり勉強した後、本物の真珠を使ってブレスレットを作りました。
一つとして同じものがない真珠を使って、世界にただ一つのブレスレット
ができて嬉しかったです。
　浜辺でお弁当を食べてから、シーカヤック体験をしました。最初は 2人
で息を合わせるのが大変でしたが、徐々に息が合ってきて、進むのが速く
なりました。みんな笑顔で、友達と力を合わせることの大切さを学ぶこと
ができました。
　日帰りでも校外研修に行けて本当に嬉しかったです。きっと、たくさん
の方のおかげで実行できたのだと思います。ありがとうございました。

クラブ公式戦（全国大会）結果
陸上競技部・川端優太さんが5位入賞!
全国大会で皇學館生が活躍

高
　
校

中
学
校

コート 優勝チーム
A 3 - 7
B 2 - 8
C 1 - 6
D 3 - 1
E 3 - 3
F 3 - 5

どのコートでも白熱した戦いが見られた

シーカヤック体験ではコンビネーションの大切さを実感

 全国高等学校総合体育大会

バドミントン部
女子団体 	 ベスト16

女子個人ダブルス 岡 珠希、東 美衣奈	 ベスト16

陸上競技部

４ ×１００mリレー 長谷川 魁里、家田 惇基、山田 真大、大川 祥太	 準決勝進出（４0秒70）

１１０mハードル 山田 真大	 三重県高校新  準決勝進出（1４秒27）

走 高 跳 川端 優太	 5 位入賞（ 2 m06）

棒 高 跳 高山 華梨	 20位（ 3 m４0）

棒 高 跳 白井 澪奈	 記録なし

 全国高等学校総合文化祭

写真部
森口 心暖（3-1）　奨励賞（ベスト16）

奥田 春斗（2-6）　奨励賞（ベスト16）

皇學館高等学校
募集定員 ₃₂₀名（内部進学者含む）※予定

募集コース 進学コース・特別進学コース

願書受付
令和 ₃ 年　　　　 令和 ₄ 年
₁₂月 ₆ 日㈪～ ₁ 月₁₂日㈬

出願方法 インターネット（WEB）出願

試 験 日 令和 ₄ 年 ₁ 月₂₇日㈭

教 科 国語・数学・英語・理科・社会

オープンスクールのご案内
下記日程以外の見学も可能です。
詳しくはお問合せください。

第 ₂ 回オープンスクール
「入試問題を知ろう!」

₁₀月₁₀日㈰ ₁₀：₀₀～₁₃：₀₀
学校説明、入試説明、吹奏楽部によるミニコンサート、
入試過去問題解説（英語・数学）、入学相談会 など

第 ₃ 回オープンスクール
「クラブ活動を知ろう!」

₁₁月₁₄日㈰ ₁₃：₀₀～₁₆：₀₀
学校説明、入試説明、吹奏楽部によるミニコンサート、
生徒によるクラブ紹介、入学相談会 など

問合せ先
皇學館高等学校 ＴＥＬ₀₅₉₆⊖₂₂⊖₀₂₀₅

皇學館中学校
募集人数 A日程（一般・専願）・B日程合わせて ₃₅名

A日程

出願期間
令和 ₃ 年₁₂月 ₆ 日㈪～
令和 ₄ 年 ₁ 月 ₇ 日㈮ ₁₅：₀₀まで

出願方法 インターネット出願

試験日時 令和 ₄ 年 ₁ 月 ₉ 日㈰ ₈：₃₅集合

入試科目

一
般

国語・算数・社会・理科・英語
※国・算必須。社・理・英から２科選択し、得
点の高い１科採用

専
願

国語・算数
※英語外部試験の有資格者に加点

B日程

出願期間
令和 ₄ 年
₁月₁₇日㈪～₂₈日㈮ ₁₅：₀₀まで

出願方法 インターネット出願

試験日時 令和 ₄ 年 ₁ 月₃₀日㈰ ₈：₃₅集合

入試科目 国語・算数

オープンスクールのご案内

第 ₃ 回オープンスクール₂₀₂₁
～皇學館で学ぼう～
₁₁月 ₇ 日㈰ ₉：₃₀～
学校説明・入試説明・入試対策授業 など

※HPにて申込が必要になります。約 １カ月前から受付開始予
定です。

問合せ先
皇學館中学校 ＴＥＬ₀₅₉₆⊖₂₃⊖₁₃₉₈㈹

令和 ₄ 年度生
皇學館高等学校・中学校募集要項

出 願 が 始まります
詳しくはホームページの募集要項をご覧ください。
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|  Official  website | オフィシャル特設サイトを公開中です。ぜひご覧ください。

令和4年に、創立140周年・再興60周年を迎えます。
K o g a k k a n  U n i v e r s i t y ’s  140t h  Fo u n d i n g  &  60t h  R e - O p e n i n g  A n n i v e r s a r y

　

　 ご
寄
付
の
お
願
い

　皇學館では、教育・研
究の充実等に活用させて
いただく寄付金を賜って
おります。各寄付の趣意
をお汲み取りいただき、
何卒本学の教育・研究振
興にご理解とご支援を賜
りますようお願い申し上
げます。

大学強化指定クラブ
協賛金 大学

法人 1 口 ₁₀,₀₀₀円

個人 1 口 ₃,₀₀₀円

大学では、駅伝競走部、柔道部を強化指定クラブと
し、全国で活躍できる選手の育成に努めています。
競技力の向上のため、皆様の協賛金への協力をお
願いします。

駅伝競走部は出雲駅伝・全日本大学
駅伝（ ₅ 年連続 ₅ 回目）への出場が決定!

柔道部が ₃ 大会で全国へ!

詳しくは１面および ８面をご参照ください。

教学振興会 大学  高校  中学
法人 1 口 ₂₀,₀₀₀円

個人 1 口 ₅,₀₀₀円

未来の日本を担う人材を育成するため、大学・高校・中学で
は教育研究活動、学生・生徒への修学支援活動、国際交流
活動、地域社会貢献活動など多彩な教学振興活動を行って
おります。皆様の熱意あるご協力とご支援をお願いします。

皇學館 大学  高校
クラブ応援メッセージ募金

法人 1 口 ₂,₀₀₀円

個人 1 口 ₁,₀₀₀円

学生・生徒のクラブにご支援をいただく寄付金です。寄付
金は、指定のクラブに直接届く資金となり、活動の強化・充
実に役立てられます。クラブへの応援メッセージも受け付
けておりますので、ぜひお寄せください。

支援制度のご案内
高等教育修学支援

新制度の対象機関に
継続認定

　学問追究と実践的教育のバランスが

とれている等の要件を満たしていると

して、令和 2年 4月から文部科学省が

実施している高等教育修学支援制度の

対象機関に、本学が今年度も継続して

認定されました。新型コロナウイルス

感染症の影響で世帯収入やアルバイト

収入が減った方は支援対象になる可能

性があります。詳細は下記をご覧くだ

さい。

◦文部科学省
　特設サイト

◦給付奨学金
　シミュレーション 
　（生徒・学生向け）

お問合せ先  学生支援部学生担当
ＴＥＬ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₃₁₇

令和2年度 収支決算報告
　学校法人皇學館の令和 2年度決算は、令和 3年 5月28日㈮開催の理事会で承認されましたので、ここにその内容を報告致します。
　なお、公式ホームページ（http://www.kogakkan-u.ac.jp）の大学概要～IR情報～事業報告～令和 2年度にて、教育研究
機関・学校法人の組織機構・入学生数・在籍者数・卒業生数・進路状況及び法人の事業報告書、財務の概要等を公表
しておりますので、併せてご覧ください。
　令和 2年度収支決算書は、以下のとおりです。

┤₁資金収支計算書 ├
　この計算書は、企業会計におけるキャッシュフロー計算書に近いもので、当該会計
年度の教育研究活動及びその活動に付随する全ての資金の動きと内容を明らかにする
ことを目的としています。
　令和 2 年度においては、新型コロナウィルス感染症
への対応による教育活動の中止等がありましたが、教
室等の除菌清掃や、オンライン授業併用の環境整備等
を実施し教育活動の充実を図りました。

資金収支計算書（法人全体）
令和 ２ 年 ４ 月 １ 日〜令和 3 年 3 月3１日	 単位：千円

収入の部
科目 予算 決算 差異

学生生徒等納付金収入 3,893,230 3,928,587 △35,357

手数料収入 78,676 76,770 1,905

寄付金収入 72,029 7４,01４ △1,985

補助金収入 758,326 782,757 △2４,４31

資産売却収入 0 0 0

付随事業・収益事業収入 22,560 5,313 17,2４6

受取利息・配当金収入 6,603 9,677 △3,07４

雑収入 193,506 17４,27４ 19,231

借入金等収入 0 0 0

前受金収入 638,４11 683,3４5 △４４,93４

その他の収入 193,086 218,215 △25,128

資金収入調整勘定 △808,806 △832,120 23,313

当年度資金収入合計  ① 5,0４７,６２１ 5,１２0,８35 △７3,２１４
前年度繰越支払資金 2,４13,４6４ 2,４13,４6４

収入の部合計 ７,４６１,0８5 ７,53４,２９９ △７3,２１４

支出の部
科目 予算 決算 差異

人件費支出 2,72４,961 2,67４,４４5 50,515

教育研究経費支出 1,017,8４6 1,036,018 △18,172

管理経費支出 396,768 377,378 19,389

借入金等利息支出 0 0 0

借入金等返済支出 0 0 0

施設関係支出 6４,782 60,４66 ４,315

設備関係支出 219,335 176,896 ４2,４38

資産運用支出 818,317 817,299 1,017

その他の支出 115,307 125,368 △10,061

［予備費］ 0 0
20,000 20,000

資金支出調整勘定 △72,5４5 △80,6４8 8,103

当年度資金支出合計  ② 5,30４,７７１ 5,１８７,２２5 １１７,5４６
翌年度繰越支払資金 2,156,31４ 2,3４7,07４ △190,760

支出の部合計 ７,４６１,0８5 ７,53４,２９９ △７3,２１４

当年度資金収支差額 ①−② △２5７,１50 △６６,3９0 △１９0,７６0

┤₂事業活動収支計算書 ├
　この計算書は、企業会計における損益計算書にあたるもので、学園の経営状況を表
し、令和 2 年度における事業活動収支の均衡状況とその内容を明らかにするものです。
事業活動収支を「教育活動収支」「教育活動外収支」「特別収支」に区分し、企業会計に
より近い形式となっています。

事業活動収支計算書（法人全体）
令和 ２ 年 ４ 月 １ 日〜令和 3 年 3 月3１日	 単位：千円

　
教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 3,893,230 3,928,587 △35,357
手数料 78,676 76,770 1,905
寄付金 ４2,029 ４４,588 △2,559
経常費等補助金 750,587 771,396 △20,809
付随事業収入 22,560 5,313 17,2４6
雑収入 199,30４ 179,123 20,180
教育活動収入計 ４,９８６,3８６ 5,005,７７９ △１９,3９3

事
業
活
動
支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
人件費 2,7４2,63４ 2,692,923 ４9,710
（退職給与引当金繰入額） （59,9４9） （60,052） （△103）
教育研究経費 1,5４2,705 1,583,807 △４1,102
（減価償却額） （52４,859）（5４7,215）（△22,356）
管理経費 ４23,330 ４0４,985 18,3４４
（減価償却額） （32,107） （33,379） （△1,272）
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計 ４,７0８,６６９ ４,６８１,７１６ ２６,９5２

教育活動収支差額 ２７７,７１７ 3２４,0６3 △４６,3４６

　
教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
受取利息・配当金 6,603 9,677 △3,07４
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 ６,６03 ９,６７７ △3,0７４

事
業
活
動
支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
借入金等利息 0 0 0
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 0 0 0

教育活動外収支差額 ６,６03 ９,６７７ △3,0７４
経常収支差額 ２８４,3２0 333,７４0 △４９,４２0

　
特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
資産売却差額 0 0 0
その他の特別収入 ４9,539 ４7,398 2,1４0
特別収入計 ４９,53９ ４７,3９８ ２,１４0

事
業
活
動
支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
資産処分差額 16,263 16,263 0
その他の特別支出 5,5４5 6,011 △４66
特別支出計 ２１,８0８ ２２,２７5 △４６６

特別収支差額 ２７,７3１ ２5,１２3 ２,６0７

［予備費］ （0）
20,000 20,000

基本金組入前当年度収支差額 292,051 358,863 △66,812
基本金組入額合計 △172,290 △103,838 △68,４51
当年度収支差額 119,761 255,025 △135,26４
前年度繰越収支差額 △3,567,201 △3,567,201 0
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △3,４４7,４４0 △3,312,176 △135,26４
【参考】
事業活動収入計 5,0４2,528 5,062,85４ △20,326
事業活動支出計（予備費含む） ４,750,４77 ４,703,991 ４6,４85

┤₃貸借対照表 ├
　この計算書は、決算日における資産及び負債、純資
産の内容及び在り高を明示し、学校法人の財政状態を
明らかにすることを目的としています。固定資産につ
いては、「有形固定資産」「特定資産」「その他の固定資
産」の 3つの中科目を設けて表記しています。

貸借対照表
令和 3 年 3 月3１日	 単位：千円

資産の部
科目 本年度末 前年度末 増減

固定資産 １７,300,９４２ １６,８４９,500 ４5１,４４２
　有形固定資産 １１,６0４,６４８ １１,９5８,１0７ △353,４5８
土地 551,3４9 551,3４9 0
建物 7,696,003 7,986,332 △290,329
構築物 53４,258 573,8４0 △39,581
教育研究用機器備品 703,120 72４,930 △21,810
管理用機器備品 55,8４7 75,7４1 △19,893
図書 2,028,４10 2,005,618 22,791
車両 35,658 ４0,293 △４,63４

　特定資産 5,5６3,0１８ ４,８5７,４４９ ７05,5６８
第 3号基本金引当特定資産 162,0４0 156,0４0 6,000
退職給与引当特定資産 1,233,365 1,233,365 0
施設維持引当特定資産 2,４28,67４ 1,828,67４ 600,000
学園財政調整引当特定資産 1,200,000 1,100,000 100,000
学生寮施設維持引当特定資産 7,４80 7,４52 28
教学振興基金引当特定資産 150,000 150,000 0
篠田学術振興基金引当特定資産 59,966 56,093 3,872
津田学術振興基金引当特定資産 308,837 312,931 △４,093
奨学金引当特定資産 12,653 12,892 △239

　その他の固定資産 １33,２７5 33,９４3 ９９,33２
電話加入権 3,959 3,959 0
有価証券 109,596 9,596 100,000
差入保証金 5,016 5,016 0
預託金 10,000 10,000 0
長期未収入金 1,200 1,800 △600
長期貸付金 3,50４ 3,572 △68

流動資産 ２,８４0,53１ 3,0１７,5２5 △１７６,９９3
現金預金 2,3４7,07４ 2,４13,４6４ △66,389
補助活動支払資金 235,４01 253,53４ △18,132
研修旅行費等預り資産 160,４7４ 17４,４26 △13,952
未収入金 9４,881 172,5４3 △77,662
販売用品 1,706 1,9４４ △238
短期貸付金 99４ 9４3 51
立替金 0 669 △669

資産の部合計 ２0,１４１,４７４ １９,８６７,0２5 ２７４,４４８

負債の部
科目 本年度末 前年度末 増減

固定負債 １,１７８,８４3 １,２１0,3２８ △3１,４８5
退職給与引当金 1,080,16４ 1,066,536 13,628
長期未払金 98,678 1４3,792 △４5,113

流動負債 １,05６,２９3 １,１0９,２２２ △5２,９２８
未払金 125,762 113,6４2 12,120
前受金 683,3４5 737,838 △5４,４93
預り金 2４7,185 257,7４1 △10,556

負債の部合計 ２,２35,１3６ ２,3１９,55１ △８４,４１４

純資産の部
科目 本年度末 前年度末 増減

基本金 ２１,２１８,5１3 ２１,１１４,６７5 １03,８3８
第 1号基本金 20,726,４73 20,628,635 97,838
第 3 号基本金 162,0４0 156,0４0 6,000
第 ４ 号基本金 330,000 330,000 0

繰越収支差額 △3,3１２,１７６ △3,5６７,２0１ ２55,0２5
翌年度繰越収支差額 △3,312,176 △3,567,201 255,025

純資産の部合計 １７,９0６,33７ １７,5４７,４７3 35８,８６3
負債及び純資産の部合計 ２0,１４１,４７４ １９,８６７,0２5 ２７４,４４８

◢

【注 １ 】記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。　
【注 ２ 】貸借対照表の注記は省略しています。

教学振興会（神社界・卒業生・企業
など）、皇學館サービス他からいた
だきました「教育活動に対する寄
付金」です。

教育活動に関する経常費等補助
金です。

教育研究経費及び管理経費の
減価償却額合計は 5 億 8 千59
万円となりました。

教育活動収支差額は、３億 ２ 千
４百万円の黒字となりました。

教育活動収支及び教育活動外
収支を合わせた経常収支差額は
３億 ３千 ３百万円となりました。

施設設備に関する寄付金と補助
金、及び萼の会から頂戴したデザ
イン時計や、中学校高等学校後
援会から頂戴したウォータークー
ラー等の現物寄付等を計上して
います。

建物、構築物、機器備品、図書の
資産処分額です。

過年度分の私学事業団共済掛金
の修正額を計上しました。

純資産が３億5千9百万円の増
となりました。

前年度比 プラス１ 名の学生生
徒数４,１8２名分の学納金等の納
付金です。
【内訳】（R２.5.１現在）

大学（院専含）� ２,985名
高中� １,１97名

※前年度の学生生徒数は、�
４,１8１名でした。

教学振興会（神社界・卒業生・企業
など）、皇學館サービス株式会社、
中学校・高等学校後援会他から
いただいた寄付金です。

国や地方公共団体からの補助金
です。
例年の経常費補助金に加え、令
和 ２年度は大学部門において国
の「修学支援新制度」の実施に
伴う支援金が １億 6千 7百万円
となりました。また、私立学校情報
機器整備費（遠隔授業活用推進
事業）補助金を獲得、高等学校・
中学校部門においては学校保健
特別対策事業費補助金（学校再
開に伴う感染症対策・学習保障に係
る支援事業）等を獲得しました。

令和 ２ 年度に実施した入試によ
り、令和 ３ 年度の入学予定者か
ら徴収した入学金を含む納付金
です。入学手続者数は、大学・高
等学校・中学校合わせて１,508名
でした。

本務教員１7３名、本務職員１0２名、
兼務職員２6名他の人件費を支出
しました。

教育研究諸活動や管理運営に
必要な消耗品費、奨学費、光熱
水費、旅費交通費、施設修繕費、
保守管理費等を支出しました。

大学 ４ 号館空調設備更新及び
高等学校野球雨天練習場の整
備等を行いました。

大学6３１教室の情報機器更改、２
３１教室他 ３ 教室のAVシステム
の更新、学内無線LAN認証シス
テム更改、学内無線LANレイヤ
２スイッチ更改、学生貸出用タブ
レット、教室設置ノートパソコンの
整備等を行いました。

令和 ２ 年度末の支払資金残高
は、２,３４7,07４千円となり、
「教育活動資金収支差額」は、
9１２,66４千円の黒字となりました。
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柔 道 部
3大会で全国へ。上位入賞をめざす
　本学柔道部が 3大会で全国出場を決め
る快挙を成し遂げた。
　 5月22日、名古屋市で開催された「東
海学生柔道夏季優勝大会」で平成30年以
来となる 2度目のアベック優勝を果たす
と、勢いに乗り、 8月29日に愛知県武道
館で行われた「東海学生柔道体重別選手
権大会」で大健闘。男子10名、女子 2名
の計12名が個人での全国大会への切符を
手に入れた。この結果を受け、男子が「全
日本学生柔道体重別団体優勝大会」への
出場権を獲得した。
　苦しい道のりだった。万が一にも感染

者を出さないよう、部全体で不要不急の
外出を避け、就職活動等でやむなく県外
に出た部員をメンバーから外すなど念に
は念を入れた。佐藤武尊部長いわく「こ
れまでにない戦いを強いられている」中
で掴み取った全国大会への切符。上田虎
徹主将は「日本柔道界をひっくり返すた
めにやってきた。一つでも多く勝ち上が
れるように、チーム一丸となって頑張り
ます」と語り、上林
山未来選手は「全国
大会では上位をめざ
して頑張るのみ」と
意気込みを見せる。
　全国大会は新型コ
ロナウイルス感染症
の広がりを受け、11
月以降に開かれる予
定。来る本番を前に、
ひたすら稽古に励む。

出場予定選手の紹介
新型コロナウイルス感染者の急増を受けやむ
なく中止となった「三重とこわか国体」。本学
園から出場予定だった選手 ₇ 名を紹介する。

ライフル射撃
●１0メートルエアライフル立射６0発
池 邉 龍 平さん（国文 ３）

【実績】日本ランキング１４位。中部学生選手権 3 連覇

バドミントン
●少年女子の部
岡　 珠 希さん（高校 ３年）〈写真左〉
東　美衣奈さん（高校 ３年）〈写真中〉
吉 居 　要さん（高校 ２年）〈写真右〉

【実績】全国高校総体２０２１で女子団体ベスト１６、女子ダブルス
（岡・東）ベスト１６

陸上競技
●少年男子A１00m
●成年少年男子共通 ４×１00mリレー
中 西 一 冴さん（高校 ３年）

【実績】三重県高校総体１００m・２００m優勝

●少年男子共通１１0mH
山 田 真 大さん（高校 ３年）

【実績】全国高校総体２０２１で準決勝進出、 
１１０mH三重県高校記録樹立

●少年男子共通走高跳
川 端 優 太さん（高校 ３年）

【実績】全国高校総体２０２１で 
走高跳 5 位入賞

「気持ち切り替え、パリ五輪をめざす」

　両足で直立した状態で10メー
トル先の標的に向かってエアラ
イフルを６0発撃ち、合計点を競
う。標的には中心に向かっ
て 5ミリ刻みで円が描かれ
ており、最も外側の円は直
径45.5ミリ。ど真ん中の直
径0.5ミリの円に命中すれ
ば10点だ。なお、ファイ
ナルの得点は小数点第 1
位まで採点され（最高は
10.9点）、より精密な射撃技術が要求される。
　県内で唯一ライフル射撃部がある久居高校出身。
「自分の実力が点数ではっきりと出るので、努力の
成果が分かる」のがライフルの魅力と話す。練習

の鬼で今や「10点は当たり
前」の域に。常に10点を撃
ち続ける集中力とメンタル
を鍛えるため、普段からプ
レッシャーをかける特訓を
行う。目標は日本のナショ
ナルチームに入ること。「パ
リ五輪に出場したい」と 3
年後を見据える。

「開催される大会では 
最高のパフォーマンスを」

　全国高校総体2021バドミントン女子団体・ダブ
ルス（岡・東ペア）でともに1６強入りを果たした女子
バドミントン部。国体はベスト 8をチーム目標に
臨む予定だった。今回中止となったことに吉居要
さんは「地元開催の意地を見せる全力のプレーで
チームに貢献したかった」と悔しそうに話しつつ、
「コロナの影響でいろいろな大会が中止となって
いるからこそ開催される大会では最高のパフォー
マンスを発揮し、県大会では優勝、全国大会では
一つでも多く勝ち上位に食い込みたい」と闘志を
燃やした。そのための取組みとしてメンタル面の
強化を挙げ、「めざすのはミスをしても落ち着いて
プレーできる選手。これからも自分のバドミント
ン人生に関わってくれたすべての人に恩返しがで
きるよう頑張ります」と話した。

「次の舞台で頑張る」

　表彰台や上位入賞をめざして三重とこわか国体
に挑む予定だった陸上競技部の 3人。代表してコ
メントを寄せてくれた山田真大さんは 7月28日か
ら 8月 1日にかけ福井県で行われた全国高校総体
2021で110mHの県高校記録を更新したばかり。今
回の国体中止には悔しさをにじませながらも、「次
の舞台でもっといい結果が出せるように頑張って
いく」と前向きに話した。進学後も競技は続ける
予定で「スプリント力を上げてより速く走り、ハ
ードルを素早く越えられるように仕上げていきた
い。今年については試合があればハイハードル、ジ
ュニアハードルともに県高校記録を塗り替えた
い」と目標を語った。

東海学生柔道夏季優勝大会後、本学柔道場にて撮影

東海大会では１試合ごとに消毒作業を実施

中止
の

東海学生柔道体重別選手権大会
優　勝 ２ 位 3 位

男
　
　
子

 60㎏ 今 西 　光
＊
（現日４）

 66㎏ 澤 田 大 輝
＊
（現日2）

 73㎏ 下 沢 直 生
＊
（現日3） 山 村 隆 斗

＊
（教育2）

 81㎏ 南　 夏 貴
＊
（現日４） 本 田 凌 万

＊
（現日3）

 90㎏ 衛 藤 力 也
＊
（現日3） 南　 大 介

＊
（現日2）

100㎏ 上 田 虎 徹
＊
（教育４） 瀧 川 　力

＊
（現日2）

女
子 78㎏超 上林山未来

＊
（教育４） 髙橋麻莉弥

＊
（教育3） 寺本みやび（現日3）

東海学生柔道夏季優勝大会
（男子 ７人制）

優　勝 皇 學 館 大 学
準優勝 中 京 大 学
3 位 愛 知 大 学
3 位 愛知学院大学

東海学生柔道夏季優勝大会
（女子 3人制）

優　勝 皇 學 館 大 学
準優勝 同 朋 大 学
3 位 至 学 館 大 学
3 位 静岡産業大学 ＊全日本学生柔道体重別選手権大会に出場

倉
田
山

春
秋
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卒業生奮闘中 !
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生
闘中!奮

卒業生

闘中!奮
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学
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アクティブ スチューデントActive Student

皇
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館
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ブ
ラ
リ
ー

皇
學
館
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ブ
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K
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A
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L
I
B
R
A
R
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高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。
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